
平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

一

四

二

号

経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

滝

実
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経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日
提
出
の
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
第

一
次
答
弁
書
と
略
称
）
を
平
成
十
九
年
二
月
二
十
三
日
に
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
関
し
て
平
成
十
九
年
三
月
一
日
提
出
の
再
質
問

主
意
書
（
再
質
問
主
意
書
と
略
称
）
に
対
す
る
平
成
十
九
年
三
月
九
日
の
答
弁
書
（
第
二
次
答
弁
書
と
略
称
）
に
は
、
「
「
経

済
財
政
モ
デ
ル
（
第
二
次
版
）
」
に
お
け
る
乗
数
表
は
、
あ
く
ま
で
計
量
経
済
モ
デ
ル
の
特
性
を
検
討
す
る
た
め
に
作
成
し
た

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
計
量
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
計
算
結
果
は
、
誤
差
を
伴
う
た
め
、
相
当
の
幅
を
も
っ
て
解
釈
す
べ
き
も
の

で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
以
下
の
点
を
再
度
質
問
す
る
。

一

内
閣
府
の
モ
デ
ル
は
誤
差
が
大
き
く
て
信
頼
性
を
欠
く
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
例
え
ば
、
平
成
十
七
年
四
月
に
発
表
さ
れ

た
「
日
本
経
済
中
長
期
展
望
モ
デ
ル
」
で
は
民
間
住
宅
固
定
資
本
形
成
の
決
定
係
数
は
〇
�
〇
六
八
、
そ
れ
以
外
に
も
決
定

係
数
が
〇
�
一
を
下
回
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
程
式
を
使
う
と
誤
差
が
大
き
く
な
り
、
信
頼
性
を
欠
く
と
い
う
指

摘
を
受
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
使
用
し
た
結
果
を
引
用
し
た
経
済
財
政
白
書
や
「
日
本
二
十
一
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
「
改
革
と
展
望
」
「
進
路
と
戦
略
」
も
政
府
の
経
済
政
策
を
行
う
上
で
の
参
考
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
と
同
程
度
の
信
頼
性
で
「
金
融
政
策
と
セ
ッ
ト
に
し
た
財
政
出
動
が
財
政
を
健
全
化
す
る
」
と
い
う
経
済
財
政
モ

一



デ
ル
の
結
論
は
参
考
に
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
何
と
な
れ
ば
第
一
次
答
弁
書
に
は
、
「
「
経
済
財
政
モ
デ
ル
（
第
二

次
版
）
」
に
お
い
て
は
、
・
・
・
継
続
的
に
・
・
・
景
気
刺
激
策
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
・
・
・
公
債
等
残
高
の
国
内

総
生
産
比
率
は
、
当
初
の
一
年
目
及
び
二
年
目
は
低
下
す
る
が
、
三
年
目
以
降
上
昇
す
る
と
考
え
ら
れ
、
中
期
的
に
み
て
財

政
健
全
化
に
寄
与
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
誤
差
を
問
題
に
し

て
い
な
い
か
ら
だ
。

二

内
閣
府
の
試
算
は
、
誤
差
が
あ
る
に
し
て
も
金
利
を
低
め
に
誘
導
し
な
が
ら
の
財
政
出
動
は
、
経
済
成
長
を
加
速
し
、
デ

フ
レ
脱
却
を
助
け
、
財
政
を
健
全
化
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
仮
に
、
政
府
・
日
銀
が
そ
れ
と
反
対
に
金

利
を
高
め
に
誘
導
し
、
歳
出
削
減
を
す
る
政
策
を
選
択
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
民
経
済
と
国
の
財
政
に
重
大
な
悪
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
政
策
を
敢
え
て
選
択
す
る
理
由
を
国
民
に
納
得
で
き
る
ま
で
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

三

第
二
次
答
弁
書
に
は
「
政
府
と
し
て
は
、
現
在
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
経
済
成
長
と
財
政
再
建

の
両
立
に
努
め
、
安
易
な
財
政
出
動
に
頼
ら
な
い
安
定
的
な
経
済
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
次
答
弁
書
で
は
、
個
人
所
得
税
減
税
又
は
公
共
投
資
増
額
は
公
債
等
残
高
の

二



国
内
総
生
産
比
率
を
低
下
さ
せ
、
少
な
く
と
も
当
初
の
一
〜
二
年
は
財
政
再
建
に
役
立
つ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、

再
質
問
主
意
書
で
、
三
年
目
以
降
に
つ
い
て
は
短
期
金
利
引
き
下
げ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
行
え
ば
、
財
政
再
建
に
役
立
つ
こ
と

が
内
閣
府
の
経
済
財
政
モ
デ
ル
か
ら
結
論
付
け
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
第
二
次
答
弁
書
で
は
モ
デ
ル
の
誤
差
の
問
題

に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
モ
デ
ル
で
は
三
年
目
に
は
公
債
残
高
の
増
大
で
金
利
が
上
昇
す
る
た
め
国
内
総
生
産
に
悪

影
響
を
与
え
る
と
し
て
い
る
部
分
に
関
し
て
何
故
誤
差
を
持
ち
出
す
の
か
。
そ
れ
で
は
モ
デ
ル
全
体
が
誤
差
で
囲
ま
れ
て
い

て
、
モ
デ
ル
を
使
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

三
年
目
以
降
は
誤
差
が
大
き
く
な
っ
て
信
頼
性
が
落
ち
て
、
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
当
初
の

一
〜
二
年
だ
け
の
デ
ー
タ
を
信
頼
す
れ
ば
よ
く
、
「
金
融
政
策
と
セ
ッ
ト
に
し
た
財
政
出
動
が
財
政
を
健
全
化
す
る
」
と
い

う
こ
と
を
、
こ
の
経
済
財
政
モ
デ
ル
は
一
〇
〇
％
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

四

再
質
問
主
意
書
で
は
、
日
本
銀
行
に
よ
る
短
期
金
利
引
き
上
げ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
押
し
下
げ
、
デ
フ
レ
脱
却
を
阻
害

し
、
国
・
地
方
の
債
務
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
押
し
上
げ
る
か
ら
政
府
の
政
策
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ

に
関
し
て
第
二
次
答
弁
書
に
は
誤
差
を
考
慮
す
る
よ
う
に
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
誤
差
の
た
め
に
符
号
が
反
対
に
な

る
、
す
な
わ
ち
短
期
金
利
引
き
上
げ
は
経
済
成
長
を
押
し
上
げ
、
デ
フ
レ
脱
却
を
助
け
、
国
・
地
方
の
債
務
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

三



比
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意
味
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
乗
数
の
全
て
が
、
そ
の
符
号
さ
え
確
か
で
は

な
い
ほ
ど
の
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
全
体
が
信
頼
に
値
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

は
な
い
か
。

そ
う
で
は
な
く
、
符
号
は
正
し
い
も
の
の
、
そ
の
絶
対
値
に
誤
差
が
あ
る
と
い
う
だ
け
な
ら
、
「
日
本
銀
行
の
短
期
金
利

引
き
上
げ
は
、
経
済
成
長
を
押
し
下
げ
、
デ
フ
レ
脱
却
を
阻
害
し
、
国
・
地
方
の
債
務
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
押
し
上
げ
る
か

ら
政
府
の
政
策
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
に
い
さ
さ
か
の
変
更
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
短
期
金
利
引

き
上
げ
は
、
成
長
力
底
上
げ
を
目
指
す
政
府
の
方
針
に
逆
ら
う
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

五

日
本
銀
行
の
長
期
国
債
保
有
に
関
し
て
日
本
銀
行
券
の
発
行
残
高
を
上
限
に
し
て
い
る
と
、
深
刻
な
問
題
に
遭
遇
す
る
。

電
子
マ
ネ
ー
の
増
加
は
、
必
然
的
に
日
本
銀
行
券
の
発
行
残
高
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ

レ
率
が
上
昇
し
始
め
る
と
、
タ
ン
ス
預
金
が
市
場
に
出
て
く
る
と
大
幅
に
日
本
銀
行
券
の
発
行
残
高
を
減
少
さ
せ
る
。
そ
の

と
き
日
本
銀
行
は
大
量
の
国
債
を
売
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
れ
が
景
気
を
冷
や
し
、
デ
フ
レ
に
逆
戻
り
さ
せ
る
。
し
た

が
っ
て
、
日
本
銀
行
の
長
期
国
債
保
有
に
関
す
る
自
主
規
制
は
、
日
本
銀
行
の
重
大
な
金
融
政
策
の
足
か
せ
と
な
り
、
日
本

の
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
財
政
健
全
化
を
極
め
て
困
難
に
す
る
の
で
は
な
い
か
。

四



右
質
問
す
る
。

五


